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産総研 福島再生可能エネルギー研究所 
再生可能エネルギー研究センター 
主任研究員 前田哲彦 
産総研 福島再生可能エネルギー研究所 
場所 
福島県郡山市、郡山西部第二工業団地 
                 55,000m2 
平成26年4月開所 
ミッション 
・再生可能エネルギーの導入可能量の拡大 
 水素によるエネルギーマネージメント 
・再生可能エネルギー関連産業の集積による 
復興への貢献 
 
エネルギーネットワーク 
水素キャリア 
多結晶シリコン太陽電池 
風力発電 
地熱,地中熱利用 
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敷地面積：計55,000㎡ 
定格出力300kW 
風力発電設備 アンモニアガスタービン実証設備 
純水素実験棟 
ＭＣＨ実験棟 
エネルギー管理棟 
実験別棟 
特殊実験, 延床面積約4,600㎡ 
研究本館 
一般実験, 延床面積約6,900㎡, 4階建 
太陽光発電設備 
定格出力500kW 
地中熱実験井, 面積約1,700㎡ 
実証フィールド 
（面積約25,000㎡） 
地中熱利用実験場（屋外） 
研究所外観・基本設備概要 
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太陽光発電：定格出力 500 kW 
風力発電：定格出力 300 kW 
東芝 結晶Si ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 結晶Si 
京ｾﾗ 結晶Si 
ｼｬｰﾌﾟ 結晶Si 
ｼｬｰﾌﾟ 薄膜Si ｶﾈｶ 薄膜Si 
ｿｰﾗｰﾌﾛﾝﾃｨｱ CIGS 
ﾎﾝﾀﾞｿﾙﾃｯｸ CIGS 
ﾌｼﾞﾌﾟﾚｱﾑ 結晶Si 
住友電工  集光型 
Qセルズ 結晶Si 300 kW 
駒井ﾊﾙﾃｯｸ 
日本型仕様風車※ KWT300 
ﾊﾌﾞ高さ 
41.5 m 
風車鉄塔は 
福島県内製 
（会川鉄工） 
翼長 
16.5 m 
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 
三社電機、川重ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
250 kW、 50 kW 
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 田淵電機 
10 kW×20台 
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純水素エネルギーシステム関連実験装置 
電解スタック 
太陽電池出力を直接電解 電解パッケージ 
水素流量調整器 
太陽熱蒸気発生装置 
水素関連設備の熱源 
水素貯蔵設備 
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酸素分離塔 
アルカリ水電解装置 
水素分離塔 
セルスタック 
MCH実験棟 アルカリ水電解設備 
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水素コジェネエンジン 
MCH実験棟 水素キャリア発電設備 
脱水素反応器 
地上 
トルエンタンク 
地上 
MCHタンク 
MCH（紫） 
トルエン（緑） 
パイプライン 
地下タンクへの 
パイプライン 
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MCH，トルエン地下タンク 
アンモニア利用 ～アンモニアガスタービン～ 
 
動力 電力 熱
対象燃焼システム
ガスタービン
レシプロエンジン
工業炉
NH3
Air,O2 N2,H2O
CO2無排出燃焼
技術課題
排出ガス低NOx化
燃焼強化
火炎伝熱強化
エネルギー
インフラの活用
アンモニア燃焼
4NH3+3O2
→ 2N2+6H2O
灯油燃料の30%相当をアンモニアに置
換して混焼を行い、21kWのガスタービ
ン発電に成功 （世界初） 
（2014/9/18 プレス発表） 
